
























































第 1章 序論 
1.1 研究の背景 
1.1.1    文化財建造物における構造補強 







第 2章 科博本館の建築と文化財的価値 
2.1 序 
2.2 建設の経緯 
2.2.1    創立から関東大震災までの状況 
2.3 新博物館構想 
2.3.1    新科学博物館建設までの状況 
2.3.2    秋保安治について 
2.4 科博本館の建築計画について 
2.4.1    実施内容について 
2.4.2    科博本館に係わる図面等資料について 














































第 5章 文化財的価値と設備改修 
5.1 序 
5.2 事例に見る設備改修の手法 
5.2.1    昇降設備 
5.2.2    空調設備 


















5.3.1    昇降設備 
5.3.2    空調設備 
5.3.3    照明設備 
5.4 科博本館の設備改修における手法の検証 
5.4.1    昇降設備 
5.4.2    空調設備 
5.4.3    照明設備 
5.5 小結 
 
第 6章 結論 
6.1     まとめ 




※本論第 2章・第 3章について以下発表論文に一部修正・加筆を行っている。 
●第 2章 
湯本桂・清水慶一「旧東京科学博物館の建築計画について－秋保安治の動的博物館」 
（『日本建築学会計画系論文集 第 74 巻』第 645号，pp.2515-2519，2009年 11） 
●第 3章 
湯本桂「旧東京科学博物館の耐震補強工事に見る文化財的価値の保存について」 






















図2‐1. 明治 10年（1877）に建設された教育博物館 
図2‐2. 明治 22年（1889）以降の教育博物館 
図2‐3. 大正 6年（1917）に移築された東京教育博物館陳列館全景 
図2‐4. 大正 12年（1923）の木造の仮設博物館全景 










図 2-14～19 東京博物館復興建築設計図（『東京科学博物館要覧』付図） 
図2‐14. 全体図 
図2‐15. 部分 地階平面図 
図2‐16. 部分 1階平面図 
図2‐17. 部分 2階平面図 
図2‐18. 部分 3階平面図 
図2‐19. 部分 中央 4階平面及び周園屋上平面図 










図2‐29. 科博本館外観 昭和 6年竣工 
図2‐30. 1階 中央ホール上部 
図2‐31. 1階 理工学部陳列室 
図2‐32. 1階 展示室におけるメカニズム展示の様子 
図2‐33. 地下 1階 暗室におけるレントゲン線実験の様子 
図2‐34. 地下 1階 地学部研究標本室 
図2‐35. 講堂正面 映写用の額縁 
図2‐36. 講堂背面 2、3階客席 
図2‐37. 附属図書館 
図2‐38. 講義室 
図2‐39. 地下 1階 公衆食堂 






図3‐1. 文化財的価値を有する部分・部位の残存状況 地下 1階平面図（改修前地下１階平面図に加筆） 
図3‐2. 文化財的価値を有する部分・部位の残存状況 1階平面図（改修前１階平面図に加筆） 
図3‐3. 文化財的価値を有する部分・部位の残存状況 2階平面図（改修前 2階平面図に加筆） 
図3‐4. 文化財的価値を有する部分・部位の残存状況 3階平面図（改修前 3階平面図に加筆） 



























図3‐32. 映写用の額縁（メタリコン塗装 ）（講堂正面） 
図3‐33. 映写室内部 
図3‐34. 第 1天文ドーム（旧天文鏡）外観 
図3‐35. 第 1天文ドーム（旧天文鏡）天井開閉部分 
図3‐36. 受付カウンター 大理石（前裏玄関ホール） 
図3‐37. 木製の腰壁（１階会議室） 
図3‐38. 建具枠上部の幾何学文様の彫刻（1階会議室） 
図3‐39. 保存すべき部分 地下 1階平面図（改修前地下 1階平面図に加筆） 
図3‐40. 保存すべき部分 1階平面図（改修前 1階平面図に加筆） 
図3‐41. 保存すべき部分 2階平面図（改修前 2階平面図に加筆） 
図3‐42. 保存すべき部分 3階平面図（改修前 3階平面図に加筆） 
図3‐43. 保存すべき部分 塔屋平面図（改修前 4階平面図に加筆） 
図3‐44. 改修工事の経過 
図3‐45. 建物内の部分名称と補強位置 1階平面図（改修前１階平面図に加筆） 
図3‐46. 建物内の部分名称と補強位置 地下 1階平面図（改修前地下１階平面図に加筆） 








図3‐55. ガラス嵌め込み鉄製サッシュ （展示室と翼階段室間の側壁面） 
図3‐56. カウンター大理石（事務棟 1階受付） 
図3‐57. 新設エレベーター設置位置 2階平面図（改修後 2階平面図に筆者加筆） 
図3‐58. 新設エレベーター 












図3‐71. 損なわれた文化財的価値 地下 1階平面図（改修後地下 1階平面図に筆者加筆） 
図3‐72. 損なわれた文化財的価値 1階平面図（改後後 1階平面図に筆者加筆） 
図3‐73. 損なわれた文化財的価値 2階平面図（改修後 2階平面図に筆者加筆） 
図3‐74. 損なわれた文化財的価値 3階平面図（改修後 3階平面図に筆者加筆） 







図4‐3. 鉄筋コンクリート壁式構造置換補強（旧近衛師団司令部庁舎 断面図） 
図4‐4. 鉄筋コンクリートラーメン構造置換補強（旧金澤陸軍兵器支廠第七號兵器庫 断面図） 
図4‐5. 屋外鉄骨バットレスによる補強（山形県旧県会議事堂） 
図4‐6. 屋外 RC壁バットレスによる補強（旧名古屋控訴院地方裁判所区裁判所庁舎） 
図4‐7. 屋内鉄骨バットレスによる補強（旧長崎税関下り松派出所 煉瓦壁室内部） 
図4‐8. 鉄骨埋設補強 屋内（旧長崎税関下り松派出所） 
図4‐9. 鉄骨埋設補強 屋外（山口県旧会議事堂） 
図4‐10. 煉瓦壁体内部鋼材挿入概念図（山口県旧会議事堂） 
図4‐11. 鉄筋挿入補強 概略図（旧碓氷鉄道施設丸山変電所） 
図4‐12. 壁鋼板補強（旧香港上海銀行長崎支店） 
図4‐13. 壁鋼板補強 一部（山口県旧県会議事堂） 
図4‐14. 壁炭素繊維シート補強（下関英国領事館 附属屋） 
図4‐15. 鉄骨ブレースによる補強（日本橋髙島屋 ８階階段室） 
図4‐16. 壁面へのステンレスピンの挿入（雑器庫並預兵器庫 煉瓦壁室内部） 
図4‐17. 壁面へのステンレスピンの施工位置（雑器庫並預兵器庫 煉瓦壁室内部） 
















図5‐3. 既存シャフトの再利用（科博本館 中央塔屋 1階） 




図5‐8. 車いす用可動式段差解消機（山形県旧県庁舎 玄関） 
図5‐9. 椅子式階段昇降機（旧金澤陸軍兵器支廠第五號兵器庫） 
図5‐10. 床置き型ファンコイルユニット（旧名古屋控訴院地方裁判所区裁判所庁舎 旧院長室） 
図5‐11. 室内ダクト吹出口（旧群馬県庁昭和庁舎 1階レストラン） 
図5‐12. 埋め込み方式 壁面吹出口（旧群馬県庁昭和庁舎） 
図5‐13. 天井カセット型空調機 露出（舞鶴海軍兵器廠 雑器庫並預兵器庫） 
図5‐14. 天井カセット型空調機 埋め込み（科博本館 館長室） 
図5‐15. 天井吊り下げ式空調機（科博本館 地下 1階 多目的室） 
図5‐16. 壁掛け式空調機 
図5‐17. 床置き型空調機（旧香港上海銀行長崎支店） 
図5‐18. 壁面露出の配線とコンセントボックス（科博本館 3階事務室） 
図5‐19. 天井埋め込み式 薄型照明器具（科博本館 中会議室） 
図5‐20. 天井直付け 薄型照明器具（科博本館 3階事務室） 
図5‐21. 天井埋め込み式ダウンライト（大阪市中央公会堂 大集会室） 
図5‐22. 梁下に設置されたライティングレール（旧群馬県庁昭和庁舎 1階レストラン） 







































































































































































表 1-1 近代の歴史的建造物における構造補強工事実施年及び施設の用途変更の状況 
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１ 文化庁の近年過去 3年間の近代の登録文化財の登録件数を見ても増加の傾向にある。（平成 25年 7 月：



















６ 村上訒一『日本の美術 文化財建造物の保存と修理の歩み No.525』（株）ぎょうせい,2010.2， 
p.32〜33 



































２６ ヴェニス憲章は、保存、修復における基本的な理念が記されている。『文化遺産保護憲章 研究・検討 
報告書』日本イコモス国内委員会 憲章小委員会，1993.3 
日本イコモス国内委員会，1999.3 





（『日本建築学会計画系論文集 第 74巻』第 645号，pp.2515-2519，2009年 11）  
３０ 湯本桂「旧東京科学博物館の耐震補強工事に見る文化財的価値の保存について」 





























































































































































































図 2-1 明治 10年（1877）に建設された教育博物館 
図 2-3 大正 6年（1917）に移築された東京教育博物館陳列館全景 
図 2-2 明治 22年（1889）以降の教育博物館 
表 2－1 組織の改称および施設の所在 
 
組織名称 所在 備考
明治5 1872 文部省博物館 湯島 起源




明治14 1881 東京教育博物館 "
明治22 1889 附属東京教育博物館 湯島 東京高等師範学校の付属施設になる
大正3 1914 東京教育博物館 " 東京教育博物館として付属から独立する
大正6 1917 " " 東京帝室博物館の建物を移築して使用する
大正10 1921 東京博物館 湯島から上野へ 教育系博物館から科学系博物館に博物館としての性格を変更する
大正13 1924 " "
関東大震災により建物が倒壊したため木造の仮設建物を大正12年から
建築し、翌13年に落成する
昭和6 1931 東京科学博物館 上野公園：現在地 昭和3年から科博本館建築工事着工、昭和6年に竣工する














































 『東京科学博物館要覧』９では、大正 13 年（1924）に復旧概算要求として 3,473 坪の建築
面積の鉄筋コンクリート造 3階建ての陳列館を有する博物館の建設予算を要求をし、大正 13
























新営費 1,459,250 陳列館事務室等 鉄筋混凝土造三階建 延 1,800 650 1,170,000
図書閲覧室並講堂室 同上二階建 同 200 400 80,000























究室（図 2-7、8）、講義室（図 2-7、8）が見え、中央の展示室の奥には大講堂（図 2-7）が
描かれている。また、大正 13年 8月の計画の時点で別棟の建物として考えられていた「図
書閲覧室並講演室、書庫及び倉庫」についても、図書閲覧室と書庫は 1階中央奥（図 2-6）、















































図 2-6 東京博物館復興建築設計図 秋保私案（1階平面図） （※部屋名 筆者加筆） 
（1階平面図） 
 








































図 2-7 東京博物館復興建築設計図 秋保私案（2階平面図） （※部屋名 筆者加筆） 
（1階平面図） 
 













































図 2-9 東京博物館復興建築設計図 秋保私案（屋上平面図） 
（1階平面図） 
 




































図 2-12 東京博物館復興建築設計図 秋保私案（縦・横断面図） 
（1階平面図） 
 









































































































科博本館の工事は、ようやく昭和 3 年（1928）4 月に着工した。同 5 年（1930）12 月、
































































































図 2-15 東京博物館復興建築設計図（部分 地階平面図） 
 



































図 2-17 東京博物館復興建築設計図（部分 2階平面図） 
 



































図 2-18 東京博物館復興建築設計図（部分 3階平面図） 
 


































図 2-20 東京科学博物館震災復旧新営工事設計図（地中階平面図） 
 



































図 2-22 東京科学博物館震災復旧新営工事設計図（2階平面図） 
 



































図 2-24 東京科学博物館震災復旧新営工事設計図（塔屋平面図） 
 



































図 2-26 東京科学博物館震災復旧新営工事設計図（背面建図） 
 
















































3 階建ての陳列室を計画し、入口から直線状 1 階部分に学芸員室、図書諸室、




























また、その後大正 14年（1925）12月 10 日の国民新聞に掲載された計画案２５










科博本館の建物に関連する資料として大正 14 年（1925）12 月 10 日の国民新聞があり、
東京博物館の復興計画に関する記事が掲載されている。これについては河田が論文等で発
表しており。掲載内容について以下引用する２６。（下線筆者） 






































































































































和 6年（1931）7月 2 日に建築学会で行った「科学博物館の使命」と題された講演において、





















































































































































































図 2-33 地下 1階  
暗室におけるレントゲン線実験の様子 
 






図 2-34 地下 1階 地学部研究標本室 
 













































図 2-35 講堂正面 映写用の額縁 
 
図 2-37 附属図書館 
 
図 2-36 講堂背面 2、3階客席 
 
図 2-38 講義室 
 
図 2-39地下 1階 公衆食堂 
 






東京科学博物館の正式な開館は、天皇皇后両陛下の行幸啓を仰ぎ、昭和 6年 11月 2日に
行われた。 

























































































































































































































































































                                                   
１ 秋保安治「講演 科学博物館の使命」『建築雑誌』日本建築学会, 昭和 6年 9月号 
２ 第 2節「創立から関東大震災までの状況」については、『国立科学博物百年史』国立科学博物館，1977
を参考とした。 
３ 小木新造、陣内秀信他『江戸東京学辞典』三省堂，1987.12，p.700  
４ 河田健「教育博物館の平面計画について」日本建築学会大会学術講演梗概集（中国）2008.9によると、








                                                                                                                                                     
した 115.7㎡（35坪）の建物となった。（『昭和初期の博物館建築：東京博物館と東京帝室博物館』博
物館建築研究会，東海大学出版会，2007.4）p. 29 より）図版出典：国立科学博物館所蔵 
６ 大正 6年（1917）11月に東京帝室博物館より木造 2階建て 1979㎡（598坪）の教育学芸館を譲り受け
開館した。（『昭和初期の博物館建築：東京博物館と東京帝室博物館』博物館建築研究会，東海大学出
版会，2007.4）p. 29 より）図版出典：『国立科学博物館本館改修工事報告書』独立行政法人国立科学
博物館，2007.11, p.4 図 1-5 
７ 図版：『東京科学博物館要覧』東京科学博物館,1931 
８ 『国立科学博物館百年史』国立科学博物館，1977 p.218より転載 
９ 『東京科学博物館要覧』東京科学博物館 p.91より掲載 

















１６ 国立科学博物館には実施設計図 75枚の青焼き図（東京博物館震災復旧新営工事 昭和貮年九月）が所蔵
されており、本図は平成 20年 6月 9日付で、旧東京科学博物館本館の重要文化財の附指定されている。 
１７ 柴垣鼎太郎は、明治 10年（1877）7月、千葉県に生まれ、明治 35年（1902）7月に東京帝国大学工科
大学建築学科を卒後、文部省大臣官房建築課嘱託となる。明治 40 年（1907）6 月に文部技師となり、
明治 45年（1912）には大臣官房建築課長となる。その後大正 12年（1923）11月に臨時営繕技師を兼
任し、昭和 16年（1941）3月 31日をもって本官を免除されている。昭和 22年（1947）8月に死去。 
１８ 高橋理一郎は、明治 20年（1887）1月に千葉県に生まれ、明治 45年（1912）7月に東京帝国大学工科
大学建築学科を卒業後、文部省大臣官房建築課嘱託となる。大正 4年（1915）10月に文部技師となり、
大臣官房建築課に勤務する。大正 12年（1923）11月に臨時営繕局技師を兼任し、昭和 16年（1941）
4月に大臣官房建築課長となり、6月に勅任官となる。昭和 19年（1944）2月 16日死去。 







実施設計について『日本建築学会大会学術講演梗概』F-2, p.241, 2006」がある。 
２１ 『東京科学博物館要覧』東京科学博物館 に詳しい。 





                                                                                                                                                     
２４ 『昭和初期の博物館建築：東京博物館と東京帝室博物館』博物館建築研究会,東海大学出版，2007.4 









２８ 河田は（前掲注 27）における論文を発表しており、この時点での検証に使用した図面は「建築図面：    
75枚中 64枚確認」とするが、その後の改修工事に伴う調査により 75枚全ての所在が確認できている。 
２９ 秋保安治「講演 科学博物館の使命」『建築雑誌』日本建築学会, 昭和 6年 9月号，P.1327中段に記載。 
３０ 秋保安治「東京博物館ノ更新ニ就テ」『国立科学博物館百年史』掲載 
３１ 『国立科学博物館百年史』国立科学博物館，1977 p.338 
３２ 第 6節「科博本館建設の経緯」については、『国立科学博物百年史』国立科学博物館，1977を参考とした。 







































































































































































表 3-1 科博本館の構造形式 
 昭和 6年竣工当初 平成 17年改修工事後 
構造 鉄筋コンクリート造（一部、鉄骨鉄筋コンクリート造） 















































図 3-1 文化財的価値を有する部分・部位の残存状況 地下 1階平面図（改修前地下１階平面図に加筆） 
 



































図 3-3 文化財的価値を有する部分・部位の残存状況 2階平面図（改修前 2階平面図に加筆） 
 







































































































図 3-6 事務棟尾翼北側の屋外階段 
 
図 3-7 スクラッチタイルを基調とした外壁 
 
図 3-8 正面玄関及び上部トップライト（車寄せ） 
 
 
図 3-9 花崗岩を使用した正面入口 
 
 
図 3-11 床面の大理石とタイル（中央ホール） 
 













































































































図 3-14 ドームと円形のステンドグラス 
（中央ホール上部） 
 
図 3-15 半円形のステンドグラスと照明器具 
（中央ホール上部） 
 
図 3-16 展示造作撤去後の展示室 
（1階北側展示室） 
 
図 3-18 ガラス嵌め込み鉄製サッシュ 
（展示室 翼階段室側壁面） 
 









































図 3-23 1階翼階段室 
図 3-20 換気口グリル（3階展示室） 
 






































































図 3-24 中央階段室 
 
図 3-25 グラスモザイク（中央階段室壁面） 
 
図 3-26 壁紙と木製腰壁（西展示室） 
 




































































図 3-29  講堂天井の換気口グリル 
 
図 3-31  舞台全景（講堂正面） 
 
図 3-32  映写用の額縁（メタリコン塗装 ） 
（講堂正面） 
 
図 3-28  事務階段室 
 
図 3-30  植物紋様のグリル（舞台） 
 




































































図 3-34  第 1天文ドーム（旧天文鏡）外観 
 
図 3-36  受付カウンター 大理石  
（前裏玄関ホール） 
 
図 3-35  第 1天文ドーム（旧天文鏡） 
天井開閉部分 
 
図 3-38  建具枠上部の幾何学文様の彫刻 
（1階会議室） 
 






































































































































図 3-39 保存すべき部分 地下 1階平面図（改修前地下 1階平面図に加筆） 
 



































図 3-41 保存すべき部分 2階平面図（改修前 2階平面図に加筆） 
 






















































改修工事は、平成 16 年（2004）8 月から 10 月まで基本設計、10 月から翌年 1 月にかけ
て実施設計が行われ、平成 17年（2005）から工事着工、完了後に展示工事が実施され、平





























































・展示室は Y方向の Is値が 0.75に満たない１１。 



























































図 3-46 建物内の部分名称と補強位置 地下 1階平面図（改修前地下１階平面図に加筆） 
 
図 3-47 建物内の補強位置 断面図（竣工中央断面図及び南翼断面図を加工の上加筆） 
 






3-48）１３。設置は地下 1 階から地上 1 階の事務棟及び陳列棟の各棟 3 箇所ずつ計 6 箇所に




























左：耐震壁新設部         右：耐震壁断面図 図 3-49 増し打ち部断面図 






この方法は事務棟及び陳列棟の地下 1 階から地上 3 階の各所、計 39 箇所で実施された。



























































 左：柱鋼板巻き展開図  右：平面拡大図 
左：鉄筋コンクリート充填部           右：充填部断面図 
左：接合補強部                右：接合補強部断面図 
上階下部 
下階上部 
図 3-50 開口部閉塞 
図 3-51 接合補強部 



























































 文化財的価値への影響 検証を必要とする変更箇所：(部位に実施された耐震補強対策)  
①  意匠上の特性の喪失 
・柱頭装飾（展示室・事務棟）：（ウ）既存開口部の閉塞,（エ）接合補強 
・戸口額縁の木製装飾（両翼展示室出入口）：（ウ）既存開口部の閉塞 
②  建築計画上の特性の変更 
・展示における動線（展示室内）：（ウ）既存開口部の閉塞,（エ）接合補強 
・展示空間（展示室内）：（ア）耐震壁の新設 




表 3-2 改修により検証を必要とする箇所 










































































































既設の 2基のエレベーターは、4階を機械室とし、地下 1階から 3階までを可動域として
いたが、改修工事で会議室が屋上階に増築されたために、エレベーターを 4階まで稼働さ
せる必要が生じた。そのため、機械室の床スラブを解体・撤去し、機械室レス式のエレベ











































図 3-57 新設エレベーター設置位置 2階平面図（改修後 2階平面図に筆者加筆） 




































































図 3-62 空調吹出口（講堂背面） 
図 3-64 天井吊り下げ式 
（多目的室：旧公衆食堂） 
図 3-61 天井吹出口（3階展示室） 図 3-60 空調ダクト吹出口（1階展示室） 



































































図 3-66 梁側面のライティングレール 
（1階展示室天井） 
 





















































































































   （照明設備：スポットライト）点線 
 
図 3-70 講堂における空調・照明設備 
改修後（空調設備：室内吹き出し方式）実線 
   （照明設備：更新＋天井埋め込み方式）点線 
 
改修前（空調設備：室内ダクト吹き出し方式）実線 















































































































































































































図 3-73 損なわれた文化財的価値 2階平面図（改修後 2階平面図に筆者加筆） 
 
天井 


































図 3-74 損なわれた文化財的価値 3階平面図（改修後 3階平面図に筆者加筆） 






























































































































































































































































































































































































































































































図 4-5 屋外鉄骨バットレスによる補強 
（山形県旧県会議事堂） 







































































































図 4-8 鉄骨埋設補強 屋内 
（旧長崎税関下り松派出所） 
図 4-9 鉄骨埋設補強 屋外  
（山口県旧会議事堂） 






































































図 4-12 壁鋼板補強 
（旧香港上海銀行長崎支店） 












































































































































































































図 4-16 壁面へのステンレスピンの挿入 
（雑器庫並預兵器庫 煉瓦壁室内部） 



































図 4-18 煉瓦目地へのアラミドの挿入 
（旧下関英国領事館 外壁） 









































































図 4-21 建物全体に行われた鉄骨フレーム補強 
（舞鶴海軍兵器廠雑器庫並預兵器庫） 
図 4-22 吹抜け部に行われた鉄骨フレーム補強 
（旧第一銀行熊本支店） 











































































































































手法 柱鋼板巻き 柱炭素繊維シート補強 
建物事例 科博本館 旧琵琶湖ホテル本館 






見せ方 見える-隠す（仕上げ要） 見える-隠す（仕上げ要） 



































































































手法 鉄筋コンクリート プレキャストＣＢ 鉄骨ブレース 






























手法 既存壁への増し打ち 壁式構造置換補強 壁鋼板補強 壁炭素繊維シート補強 
建物事例 科博本館 旧近衛師団司令部庁舎 旧香港上海銀行長崎支店 旧下関英国領事館附属屋 
壁厚 厚い 厚い 炭素繊維よりは厚い 薄い 
見せ方 見える-隠す（仕上げ要） 見える-隠す（仕上げ要） 見える-隠す（仕上げ要） 見える-隠す（仕上げ要） 


































































































 科博本館採用 代替案 代替案 
手法 鉄筋コンクリート プレキャストＣＢ 鉄骨ブレース 
空調機械室の壁
面として使用 
機械室内部 見えない 機械室内部 見えない 機械室内部 見える 
































 科博本館採用 代替案 代替案 
手法 既存壁への増し打ち 壁鋼板補強 壁炭素繊維シート補強 
材料 鉄筋コンクリート 鋼板 炭素繊維 
耐火性 良い 良い 鉄筋コンクリート、鋼板よ
り劣る 
施工性 悪 やや劣る 良い 
室面積 狭い やや狭い 改修前とほぼ同 
見せ方 見える-隠す 見える-隠す 見える-隠す 






























 科博本館採用 代替案 代替案 
手法 柱鋼板巻き 柱炭素繊維シート補強 － 






施工性 炭素繊維補強よりやや劣る 良い 悪い 
























表 4-6  科博本館の柱鋼板巻きに関する検証 




























































































                                                   








４ 鉄骨鉄筋コンクリート造，地上 5階地下 1階建、棟屋付，昭和 8年（1933）竣工。平成 22年（2010）
修理工事完了。 
５ 科博本館 図 3-49増し打ち部断面図参照。本論 3章 p.94 
161 
 
                                                                                                                                                     
６ 修理工事報告書では、煉瓦壁鉄骨バットレス補強との記述があるが室内におけるバットレス補強と区別
するため「屋外鉄骨補強」とした。 




９ 煉瓦造，平屋建，明治 31年（1898）竣工。平成 13年（2001）保存修理工事完了。『重要文化財旧長崎
税関下り松派出所保存修理工事報告書』長崎市，2002.3 













１６ 『重要文化財 旧香港上海銀行長崎支店保存修理工事報告書』長崎市，1996.3 
１７ 『重要文化財山口県旧県会議事堂保存修理工事報告書』山口県，2005.2 
１８ 科博本館 図 3-52柱鋼板巻き参照。本論 3章 p.96 
１９ 鋼板巻きは、旧群馬県庁本庁舎（現群馬県庁昭和庁舎）にも採用されている。国登録有形文化財（建
造物）。 
２０ 鉄筋コンクリート造，4階建，大正 13年（1924）竣工。平成 10年（1998）に改修工事完了。『重要文
化財旧山邑家住宅（淀川製鋼迎賓館）保存修理災害復旧工事報告書』株式会社淀川製鋼所，1998.3 
２１ 煉瓦造，平屋建，明治 39年（1906）竣工。平成 26年（2014）保存修理工事完了。『重要文化財旧下関
英国領事館本館ほか２棟保存修理工事報告書』山口県下関市，2014.3 
２２ 鉄筋コンクリート造，地下 1階地上 3階建，昭和 9年（1934）竣工。市指定文化財。 
２３ 鉄骨鉄筋コンクリート造地上 8階、地下 3階建，昭和 8年（1933）竣工。『建築雑誌』1933.6/日経 
アーキテクチュア『耐震改修実例 50』日経 BP社，2007.9 
２４ 科博本館 図 3-48耐震壁新設部参照。本論 3章 p.94 
２５ 「耐震改修事例集 武庫川女子大学甲子園会館」日本建設業連合会，2003 
２６ 鉄筋コンクリート造，地上 4階地下 1階建，昭和 5年（1930）竣工。平成 24年（2012）補強工事完了。
国登録有形文化財（建造物）。 
２７ 『髙島屋東京店建造物歴史調査 報告書』高島屋，2009.1 
２８ 科博本館 図 3-50開口部閉塞参照。本論 3章 p.96 
２９ 鉄筋コンクリート造，5階建，昭和 10年（1935）竣工。国登録有形文化財（建造物） 








                                                                                                                                                     
３３ 煉瓦造，2階建，明治 17年（1884）竣工。昭和 56年（1981）保存修理工事完了。『重要文化財同志社
彰栄館修理工事報告書』京都府教育委員会，1981.12 
３４ 『重要文化財 舞鶴旧鎮守府倉庫施設舞鶴海軍兵器廠 雑器庫並預兵器庫 附・第三水雷庫保存修理
報告書』舞鶴市教育委員会，2012.3 
３５ 鉄筋コンクリート造，地上 2階地下 1階建，大正 8年（1919）竣工。国登録有形文化財（建造物）。『文
化財建造物活用への取組み 建造物活用事例集第 2集』文化庁文化財部建造物課，2004.3，p.41 
















































































































































































































































































































 図 5-3 既存シャフトの利用 
（科博本館 中央塔屋 1階） 



































































































































































































































































































































































































































図 5-15 天井吊り下げ式空調機 
（科博本館 地下 1階 多目的室） 
（※設備位置：筆者加筆） 
 































































































































































図 5-20 天井直付け 薄型照明器具 
（科博本館 3階事務室）（※設備位置：筆者加筆） 
 



























































































































































































































































機械室有無 機械室なし 機械室あり 































表 5-1 エレベーターの設置箇所の違いによる評価 











































































手法 空気供給方式 冷媒方式 
室内ダクト吹き出し方式 室内吹き出し方式 カセット型、天井吊り下げ式、 
壁掛け式、床置き型 









































































 天井埋め込み方式 a.躯体直付け方式／b.吊り下げ方式 
建物事例 大阪中央公会堂 a.旧群馬県庁昭和庁舎／b.科博本館 
メリット 改修前の内部空間とほぼ変わらない 天井等の意匠を見せた状態での照明計画が可能 
















































































































































方式 空気供給方式 冷媒方式 
手法 室内ダクト吹き出し方式 室内吹き出し方式 吊り下げ方式 
























































































 事務室 講堂 展示室 
メリット ・天井高さを維持 ・当初の空間性を維持 ・天井の意匠を露出 
・汎用性のある設備の選択 
デメリット ・器具の位置は固定 ・器具の位置は固定 
（汎用性はない） 
・活用に高さ方向の制限が伴う 


































































































                                                   
１ 「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」（バリアフリー法）平成 18年 





４ 『重要文化財旧名古屋控訴院地方裁判所区裁判所庁舎保存修理工事報告書 本文』名古屋市，1989.11 
５ 鉄骨煉瓦造，地下 1階地上 3階建，大正 7年（1918）竣工。平成 14年（2002）保存修理工事完了。 
６ 同じように外壁にエレベーターを設置したものとして国立国会図書館国際子ども図書館（旧帝国図書
館）があげられる。 
７ 煉瓦・鉄骨煉瓦及び鉄筋コンクリート造，地下 1階地上 2階建，大正 6年（1917）竣工。『文化財建造
物活用への取組み 建造物活用事例集第 2集』文化庁文化財部建造物課，2004.3，p.16 
８ 神奈川県立歴史博物館（旧横浜正金銀行）では、別棟増築部に昇降用設備としてエスカレーターが設置
されている。 
９ 煉瓦造，2階建，明治 43年（1910）竣工。平成 14年（2002）保存・修理・活用工事完了。『盛岡市指
定文化財 旧第九十銀行本店保存・修理・活用工事報告書』盛岡市，2002.11 
１０ 『重要文化財山形県旧県庁舎及び県会議事堂保存修理工事報告書 2 旧県庁舎編』山形県，1995.12 
１１ 類似の昇降設備として身障者用の階段昇降機があるが、歴史的建造物での採用事例は確認できていない。 
１２ 『文化財建造物活用への取組み 建造物活用事例集』文化庁文化財保護部建造物課，1998.3，p.48 
１３ 『重要文化財 舞鶴旧鎮守府倉庫施設舞鶴海軍兵器廠 雑器庫並預兵器庫 附・第三水雷庫保存修理
報告書』舞鶴市教育委員会，2012.3 
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